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胎生中期から後期の E12から E18にかけて、ICRマウスに対して標準飼料 CE-2(日本クレ






ロリー制限群 n=56 1.27±0.16g、対照群 n=58 1.51±0.14, p<0.001)。生後３日目に心筋
凍結障害モデルを作成し、６周目まで飼育した。周術期の死亡率は５％未満であったが、
６週時点における心機能を比較すると、低出生体重マウスでは左心室の有意な拡大を認め
た(左室拡張末期径 LVDd 対照群(n=4)：3.1±0.5mm, 低体重マウス(n=9)：4.2±0.7mm, 
p<0.05)。またマッソントリクローム染色により心筋線維化を評価した結果、障害部位を反
映する心筋線維化領域が、低体重マウス群で広範に認められた。 
 
【結論】 
胎生期低栄養により、心筋凍結障害モデルにおける重症度が増大することが確認された。
新生児期の心筋凍結障害モデルは心筋再生能の評価に用いられるモデルであり、心筋の再
生能が低下している可能性が示唆された。 
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